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令和３年度「要保護児童対策地域協議会における「ヤングケアラー」 

に係る情報把握及び対応について」の調査結果【概要版】 

 

 

【調査目的】 

昨年度に引き続き、福岡県内の市町村の要保護児童対策地域協議会において、ヤン

グケアラーがどのようにとらえられているかを把握するとともに、実際に把握されて

いるヤングケアラー個々のケースの実態を知るため、アンケート調査を行う。 

 

【定義】 

年齢や成長の度合いに見合わない重い責任や負担を負って、本来、大人が担うよ

うな家族の介護（障がい・病気・精神疾患のある保護者や祖父母への介護など）や

世話（年下のきょうだいの世話など）をすることで、自らの育ちや教育に影響を及

ぼしている 18 歳未満の子ども 

※令和元年 7月 4日付子家発 0704 第 1 号「要保護児童対策地域協議会におけるヤングケア

ラーへの対応について」から抜粋 

 

 

【調査方法】 

県内 60 市町村の要保護児童対策地域協議会に対しメールで調査票を配布、メー

ルにて回収 

◆調査時点：令和 3年 10 月 1 日 

◆調査期間：令和 4年 1 月 13 日～令和 4年 2月 10 日 

◆回収状況：60 市町村から回収（回収率 100%） 

◆収集ケース数：163 件 
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主な調査内容 

 

１ 市町村の状況 

① 「ヤングケアラー」と思われる子どもの実態に係る把握状況（n=60 市町村） 

 

  ② 「ヤングケアラー」である可能性を早期に確認する上での課題（新規項目） 

（複数回答）（n=60 市町村） 
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令和3年度調査

令和2年度調査

把握している

「ヤングケアラー」と思われる子どもはいるが、その実態は把握していない

該当する子どもがいない
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家族内のことで問題が表に出にくく、実態の把

握が難しい

ヤングケアラーである子ども自身やその家族が

「ヤングケアラー」という問題を認識していない

地域協議会の構成職員において、「ヤングケア

ラー」の概念や支援対象としての認識が不足し

ている

虐待などに比べ緊急度が高くないため、「ヤン

グケアラー」に関する実態の把握が後回しにな

る

ケアマネやCW、学校の先生などに「ヤングケア

ラー」の概念や支援対象としての認識が不足し

ている

子どもがヤングケアラーに該当するのか判断

が難しい

介護や障がい等の課題に関して、各関係機関

や団体などとの情報共有が不足している

学校などでの様子を迅速に確認、把握すること

が難しい
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③ ヤングケアラーに関する取組の有無（n=60 市町村） 

 

 

④ ヤングケアラーに対する取組みの状況（複数回答）（n=60 市町村） 

  ※令和２年度調査の値には、取組中のものに加え、取組を検討しているものも含む 
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実施している 実施していない
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広報誌やパンフレット、ポスターなどによる

啓発

一般市民向けのヤングケアラーに関する

講演会の開催

教育委員会等でのヤングケアラーの実態

把握・調査

関係機関・団体とのネットワーク・連携体制

の強化

関係機関・団体とのヤングケアラーに関す

る勉強会や研修の実施

ヤングケアラー（元ヤングケアラー含む）へ

の相談支援の実施

ヤングケアラー（元ヤングケアラー含む）同

士の交流の場の提供

令和3年度調査 令和2年度調査
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２ 把握するケースの状況 

（１）子ども自身の「ヤングケアラー」の認識の有無 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）「ヤングケアラー」の状況 

① 性別  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

男

45人

27.6%

女

118人

72.4%

令和3年度調査（n=163ケース）

男

41人

31.1%

女

91人

68.9%

令和2年度調査（n=132ケース）

認識している

16人

12.1%

認識していない

57人

43.2%

わからない

59人

44.7%

令和2年度調査（n=132ケース）

認識している

14人

8.6%

認識していない

69人

42.3%

わからない

80人

49.1%

令和3年度調査（n=163ケース）
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② 学年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 学校生活への影響（複数回答） 

 

    その他の主な内容：高校に進学できなかった、高校中退、情緒不安 

27.0%

26.4%

17.2%

9.8%

9.2%

2.5%

27.0%

1.8%

16.0%

27.3%

16.7%

15.9%

18.9%

4.5%

2.3%

36.4%

0.8%

8.3%

0% 10% 20% 30% 40%

学校生活に支障は見られない

遅刻が多い

授業に集中できない、学力が振るわない

忘れ物や宿題をしてこないことが多い

友達との関係がおもわしくない

部活などの課外活動ができない

学校等を休みがち

分からない

その他

令和3年度調査（n=163ケース） 令和2年度調査（n=132ケース）

小学生

69人

42.3%

中学生

75人

46.0%

高校生

11人

6.8%

所属なし

（15歳～

17歳）

8人

4.9%

令和3年度調査（n=163ケース）

未就学

3人

2.3%

小学生

61人

46.2%

中学生

46人

34.9%

高校生

16人

12.1%

所属なし

（15歳～

17歳）

6人

4.5%

令和2年度調査（n=132ケース）
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（３）市町村でヤングケアラーを把握（発見）した経緯 

 

   その他の内容：児童福祉施設、地域民間団体 

  

52.7%

0.0%

4.9%

3.1%

8.6%

11.7%

1.8%

3.7%

4.3%

4.3%

1.8%

3.1%

59.1%

0.8%

5.3%

0.8%

6.8%

9.1%

2.3%

3.0%

3.8%

2.3%

3.8%

2.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

学校

ケアマネージャー

保健師

病院（MSWを含む）

自治体ケースワーカー

市町村(自治体CW以外）

福祉サービス事業者

保育所・幼稚園

本人・家族・親族

近隣住民

警察

その他

令和3年度調査（n=163ケース） 令和2年度調査（n=132ケース）
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（４）ケアの開始時期 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）子どもがケアを行っている状況（複数回答） 

① ケアの対象者 

 

 その他の主な内容：甥、姪 

  

38.7%

9.2%

77.3%

2.5%

0.6%

3.1%

45.5%

7.6%

82.6%

0.8%

0.0%

0.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

母

父

きょうだい

祖母

祖父

その他

令和3年度調査（n=163ケース） 令和2年度調査（n=132ケース）

7歳未満

11人

6.7%

７歳以上

13歳未満

57人

35.0%

13歳以上

16歳未満

19人

11.7%

16歳以上

2人

1.2%

分からない

74人

45.4%

令和3年度調査（n=163ケース）

7歳未満

14人

10.6%

７歳以上13

歳未満

49人

37.1%

13歳以上

16歳未満

10人

7.6%
分からない

59人

44.7%

令和2年度調査（n=132ケース）
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＜参考>＞学年別ケアの内容（令和３年度調査、複数回答）        （単位：％） 

 
 

食
事
の
世
話 

家
事 

身
の
回
り
の
世
話 

ト
イ
レ
や
入
浴
の
介
助 

見
守
り 

感
情
面
の
ケ
ア 

き
ょ
う
だ
い
の
ケ
ア 

通
院
の
付
き
添
い 

通
訳 

金
銭
管
理 

そ
の
他 

全体(n=163) 31.3 47.9 54.6 14.7 31.3 17.8 57.1 11.7 0.6 2.5 12.9 

小学生（n=69） 27.5 43.5 49.3 14.5 29.0 14.5 59.4 4.3   11.6 

中学生（n=75） 30.7 46.7 61.3 17.3 30.7 14.7 57.3 13.3 1.3 2.7 12.0 

高校生（n=11） 36.4 45.5 45.5  45.5 36.4 45.5 27.3  9.1 27.3 

所属なし（n=8） 62.5 100 50.0 12.5 37.5 50.0 50.0 37.5  12.5 12.5 

 

＜参考＞ケアを行っている対象者別 要介護・障がい等の有無 

（令和３年度調査、複数回答）（単位：％） 

 
 

要
支
援
・要
介
護 

身
体
障
が
い 

知
的
障
が
い 

精
神
障
が
い 

発
達
障
が
い 

依
存
症 

幼
い 

そ
の
他 

要
支
援
・

 

障
が
い
等
な
し 

全体（n=163） 0.6 11.0 13.5 27.6 16.6 4.9 51.5 8.6 22.1 

 母(n=63) 

 

3.2 9.5 58.7 12.7 12.7  9.5 15.9 

 父(n=15) 

 

20.0 13.3 40.0 

 

  26.7 20.0 

 きょうだい(n=126) 0.8 9.5 12.7 1.6 16.7  64.3 4.0 20.6 

 祖母(n=4) 

 

25.0 

 

50.0 

 

  25.0 

 

 祖父(n=1)         100.0 

 その他(n=5) 

     

 60.0  40.0 

 

（６）１日におけるケアに費やす時間の平均 

 

  

6.3時間

3.1時間

0時間 1時間 2時間 3時間 4時間 5時間 6時間 7時間

令和3年度調査(n=25ケース)

令和2年度調査(n=14ケース)
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 （７）子どもが家庭で行っているケアを支援する人 

 

   その他の主な内容：父母や祖父母の知人 

 

 

 

  

7.1%

10.7%

12.5%

35.7%

5.4%

32.1%

7.1%

3.6%

6.6%

11.1%

2.2%

11.1%

66.6%

11.1%

15.6%

4.4%

6.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

母

父

父母のパートナー

きょうだい

祖父母

親戚

福祉サービス

その他

無回答

令和3年度調査(n=56ケース) 令和2年度調査(n=45ケース)
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（８）ケアをすることになった理由（複数回答） 

 

その他の主な内容：親の養育力不足、親がﾔﾝｸﾞｹｱﾗｰという問題を認識していない 

40.5%

38.7%

23.9%

3.1%

69.9%

13.5%

44.2%

0.6%

16.6%

18.4%

22.7%

3.7%

12.3%

27.3%

32.6%

24.2%

3.0%

63.6%

11.4%

46.2%

0.8%

7.6%

17.4%

31.1%

8.3%

12.1%

0% 20% 40% 60%

親の病気・障がい・精神疾患や入院のため

ひとり親家庭であるため

親が仕事で家族のケアに充分に携われないため

祖父母の病気や加齢、入院のため

年下のきょうだいがいるため

きょうだいに障がいがあるため

親が家事をしない状態のため

親にとって日本語が第一言語でないため

福祉などのサービスにつながっていないため

子どもが自発的に行った

他にする人がいなかったため

不明

その他

令和3年度調査(n=163ケース） 令和2年度調査(n=132ケース）


